











Abstract Through p1enty of experimenta1 data ana1ysis on two ash c1ay road surface foundation of 
Nanjing airport highway and Ninghang highway， severa1 main con仕01points to ensure two 
ash c1ay cons加 ctionqua1ity are obtained. Meanwhi1e，社lereason of two ash c1ay construction 
qua1ity disease is ana1ysed in order to direct construction qua1ity contr01 of simi1ar projects， 
prev巴ntquality troub1e and improve construction work 1eve1. 

















































第一日 第二日 第三日 第四日 第五日 第六日
混合のみ 8.5 4.5 4.5 3.5 3.6 1.9 




(%) 7日 14日 28日
50.2 0.24 0.35 0.44 
79.4 0.76 1.00 1.60 












2カミ月 3カミ月 9か月 12か月
0.94 1.31 2.67 3.56 
2.03 2.30 4.18 4.53 














最大乾燥密度 (g/cm3) 1.567 
最適合水比(%) 19.9 














石灰:石炭灰:土 6:24:70 8: 24: 68 10:24: 66 
7日圧縮強度 (MPa) 0.77 0.78 0.84 
28日圧縮強度 (MPa) 1.12 1.20 1.07 
90日圧縮強度 (MPa) 1.30 2.20 2.66 
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Table5 石灰の含有量が不変な場合
石灰:石炭灰:土 10:20: 70 
7 S圧縮強度 (MPa) 0.65 












































































210 愛知工業大学研究報告，第 40号B，平成 17年， Vol.40-B， Mar.2005 
4.2.4転庄作業
施工技術は現地で混ぜ合わせる方法と同じである。
4. 2. 5 養生
締屈め終わった材料の強さが合格にならば、直ちに養
生を始めるべきである。養生期限は7日以内にとする。養
生期眼内に散水車はその反対側の車道上を走らなけれ
ばならない。養生の期限内は通行止めにする必要が
ある。
5胃 二灰土基層の施工品質問題および予防対策
5. 1混合材料が平均していない場合
混合材料の不均衡を防止するため、まず適当な機械
と道具で工事を行うことが重要で、必ず十分な掘削る能
力と粉砕能力の備わった機械を使う必要がある。普通、
専用の混合機械を選択しなければならない、土の塊はで
きるだけ粉砕するべきで、最大の寸法は 15mm以下とす
る。寸法を超えた士の塊は削除しなければならない。塑
性指数が大きい士について、専用の機械で粉砕する。
5.2強さが要求に達しない場合
二灰士混合材料が設計の要求に達しない原因は多く
考えうれるが、通常は材料を再び試験して或いは混合割
合を調整すると同時に実際の混合割合を検査して、間
違いがあるかどうか、材料の散逸を考慮したのかどうか、
混合が平均しているかどうかなどの調整を検討する必要
がある。
5. 3 圧力度が足りない場合
二灰土の強度が不足なのは使われる機械の原因以
外に、まだ転庄回数や二灰土の含水量なども関係する。
普通、二灰土路面基礎の工事は 12t以上のローラー車
或いは振動ローラー車を選択する。厚さは 15cm~20cm
以内とし、同時に試験によって異なった厚さの締固める
回数を確定する。転庄時には最初は軽く、序々に重くす
るのが一つのポイントである。転圧時間を厳格に制御す
る必要もある。夏季普通は当日に転圧し終わる。もちろん、
舗装の前に下部機構自身の強さを厳格に制御する必要
もある。
5町 4横にひびがある場合
工事の過程中に二灰土混合材料の含水量を厳格に
制御するべきで、それを最適合水量に接近させて、ひび
が生じることを防止する。養生の期限内は保湿するべき
である。しかしぬれ過ぎることに注意すべきで。できるだけ
保湿の措置をとる方がよい。養生の期限内は交通止め
にさせる。
5. 5均す度合いが要求に応じない場合
均す度合いが不足の時は主に下部機構の均す度合
いが良くないため、引き起こすことが多い。締固める時に
適切な措置をとるべきで、均す度合いを高める必要があ
る。そのため、二灰土の工事の前に、下部機構の平坦性
を検査するべきである。おさえながらす必要がある。ロード
ローラーで転圧後は直ちに圧縮試験を行う。停車して或
いは急いで角を曲がることは良くない。
6 おわりに
二灰土混合材料の施工技術は本当に成熟になり、操
作もしやすくなった。筆者は寧杭高速道路(南京・杭州
間)の路面の下部基礎の施工データを分析し、二灰土
混合材料の施工技術の要点は以下の通りである。
(1) 原材料を強化して検査して、不合格な材料は絶
対に使用しない。
(2) 固まっていない舗装厚は成型したこ灰土混合材
料の厚さの重要な要素であり、そのため必ず厳格に制御
すべきである。
(3) 常に含水量を検査し、そして検査の結果によって
二灰土混合材料のおさえ時聞を調整する。
(4) 石灰の分量を検査して、石炭灰の重量を制御し
て、正確な混合割合を確保する。
(5) 混合時には混合具合を制御し、混合不十分な土
が出ることを防止する。
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